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        目指すのは主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善！ 

一体的な充実           のための協働的な学び     

 

 

 

 

協働的な学びとは？ 
「個別最適な学び」の成果を生かし、探究的な学習や体験活動な
どを通じ、多様な他者と協働しながら学び学習を進めていきます。
一人一人のよい点や可能性を生かすことで、異なる考え方が組み合
わさり、考えが深化するような、よりよい学びを生み出すことを目
指します。 

個別最適な学びとは？ 
子ども一人一人に対する「個に応じた指導」（指導の個別化と学習
の個性化）を学習者の視点から整理した概念です。そこでは子ども
たち自身が自分の学びを自己調整しながら学習を進めていきます。 

子どもたちは･･･課題に対して自ら学び方を選び、学びをデザインし、子ども自身で学習が最適にな

るように調整する。単元（題材）の中のトピックを子どもたちが決めて、学びを深める。 
教師は･･･子ども一人一人に応じた学習活動・課題を提供する。さらに子どもたちの興

味・関心が育つような学びの機会を設定する。 

未来を生きるしまねの子どもたちのために 

今の学び方をちょこっと変えルートマップ 
～教育センターが提案する、全ての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びへの手立て～ 

子どもたちが今後一生涯に渡って学び続ける人であるためには、

子ども一人一人が学びの主体となり、自律的に学び進められるよ

うにする力が求められています。 

そのためにも、自分で学びの方向性を見いだし、何が必要なのか

見極め、決定していく力も必要となります。 

学校ならではの対話を通して 

「納得解」「他者理解」「社会性」を形成できる 

相手に伝わるように
話すのって難しいな 

自分とは違う
考え方がたく
さんあるな 

友達の意見を
聞いて新しい
疑問がわいて
きたぞ 

同じ意見でも大切にして

いることが違うことがあ
るんだな 

正解は一つで
はないんだな 

これ、地域に役に

立つ意見かも！ 

自分に合った学び方や進め方で 
自分の学びを探究できる 

 

共通するのは 
①自己調整力(自ら学びを調整する力) 
②自己決定力(学びをつかみ取る力) 

一つの教室の中で、ICTも活用しながら、多様な人材の協働体制に

よって個別最適な学びと協働的な学びが同時進行しているような

「一体的に充実」する姿をめざします。  

「個別最適な学び」で学んだことや学び方を、「協働的な学び」で

さらに深めていく、深まったことをさらに個別最適な学びで追究す

る学びの流れが生まれるよう、授業を創ることが望まれます。ねら

いによって１つの授業の中で、これらの２つが一体的に進められる

こともあれば、それぞれの授業単位で進められることもあります。 

Mission 
全ての子どもたちを 

自立した学習者に育てる！ 

子ども自身が自分の学びを獲得できる 
学習者中心のカリキュラムへ！ 

子どもも！先生も！ 

２つの学びの中で学んだことを往還させる思考をもつこと
が大事 

動画はここから！ 

をもたらす個別最適な学び          一体的な充実           のための協働的な学び     

 

 
 
子ども一人一人の興味・関心・

キャリア形成の方向性等に応

じ、教師は一人一人に応じた学

習活動や課題に取り組む機会

の提供を行います。 

 

 

 

子ども一人一人の特性・学習進

度・学習到達度等に応じ学習を

進めていきます。 

教師は必要に応じた重点的な指

導や指導方法・教材等の工夫を

行います。 

学習の 
個性化 

自分は 自分は制作
を通して！ 

自分は実験を
通して！ 

地域のゴミ問題を
考えてみたい！ 

体幹を鍛えて 
速く走る方法は？ 

・環境の変化を前向きに受け止め､教職生涯を通じて学び続けている。 
・子ども一人一人の学びを最大限に引き出す教師としての役割を果たし
ている。 

・子どもの主体的な学びを支援する伴走者としての能力を備えている。 

これからの教職員の姿 

先生は 

子どもの学びの

伴走者！ 

 

ROUTE２ 

 

ROUTE３ 

最適な学び 

 

ROUTE６ 

 

ROUTE７ 
これからの 
教師の役割 

 

ROUTE１ 
ICT を活用して 

 

 

ROUTE10 

 

ROUTE４ 
自ら学び、考え 

 

ROUTE５ 

 

ROUTE８ 

 

ROUTE９ 

ちょこっと変えるための 10のヒント＜充 実ナビゲーション＞もっと詳しく 

子どもが自分に最
適な学びを自己調
整できるよう、教
師は様々な「学び
の選択肢」を豊か
に提供します。 

学習者自らが課題を
見つけ、さらに自ら
解決する能力を高め
る学びの場（例・
PBL）を提供しま
す。 

見通し・行動・振
り返りのサイクル
で、学びの自己調
整力を高めます。 

教師がファシリテ
ーターとなり、そ
れぞれの子どもた
ちの学びをつない
で創る授業を展開
していきます。 

児童生徒の多様な
学びのニーズに対
応し、一人一人が
創意工夫できる学
びを目指します。 

教科横断的な学習
の推進によって、
現代的な諸課題に
対応して求められ
る資質・能力を育
成します。 

宝（ひと・もの・
こと）との連携が
学びの協働体制を
生み出します。 

家庭学習の充実と ICT 学び方のオーダーメイド ここならではの教育課程 学びの環境 

 

いつでもどこでも授業改善 

個に応じた指導を 
学習者の視点で捉える！ 一定の目標を全ての子

どもが達成することを
目指し､異なる方法等
で学習を進めます。 指導の 

個別化 

異なる目標に向
けて､学習を深
め、広げます。 

全体を知ろう編 手がかりをつかもう編 


